
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 印西市内で三番目に多いのが「〇〇山」と刻まれた山岳信仰に関する塔です。地域住民で講

を組み参拝の記念として塔を造立しました。山岳信仰は、山を神聖視し、崇拝の対象とする信

仰です。日本において、山岳信仰が、日本古来の古神道や伝来してきた仏教(天台宗や真言宗な

どの密教)への信仰と結びついて「修験道(しゅげんどう)」とされる独自の宗教が生み出されました。

修験道は、修行により吸収した山の霊力を人々に授けるというもので、役小角(えんのおづぬ)が創

始しました。現在も修行僧(修験者・山伏)が修行を行っています。造立されたこれらの塔を調

べると当時の民衆の信仰の様子がわかります。 
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日
本
三
大
修
験
山
の
一
つ
で
あ
る

出
羽
三
山(

月
山
・
羽
黒
山
・
湯
殿
山)

の
参
拝
を
記
念
し
た
塔
。
市
内
で
一
番

多
く
見
か
け
る
。
現
在
も
講
を
組
ん
で

参
拝
す
る
地
域
が
あ
る
。 

 

三
つ
の
霊
山
で
あ
る
富
士
山(

浅
間

神
社)

・
大
山(

阿
夫
利
神
社)

・
大
雄
山

(

最
乗
寺)

の
三
か
所
の
参
拝
を
記
念

し
た
塔
。
浅
間
信
仰
と
大
山
信
仰
の
神

社
と
天
狗
伝
説
の
寺
を
巡
っ
た
。 

 

筑
波
山
の
南
側
に
あ
る
蠶
影(

こ
か
げ)

神
社
の
参
拝
を
記
念
し
た
塔
。
こ
の
神

社
に
は
金
色
姫
伝
説
が
伝
わ
り
、
古
く

か
ら
養
蚕
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、 

明
治
・
大
正
期
に
参
拝
客
で
賑
わ
っ
た
。 

 

富
士
信
仰
は
、
富
士
山
そ
の
も
の
を

神
と
見
立
て
崇
拝
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
富
士
山
の
神
霊
と
考
え
ら
れ
て
い

る
「
浅
間
大
神(

仙
元
大
神)

」
は
、
浅
間

神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

月山・羽黒山・湯殿山 

冨 士 登 山 記 念 

冨士山・大山・大雄山 

蠶 影 山 


